
    

 

  

 

 

日時：２０１８年６月２８日（木） １８：３０～ 

会場：川崎 中原市民館 視聴覚室 

主催：日中友好協会 神奈川県連合会 （協力：高津区革新懇） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 中国編の製作・編集に寄せて －  （２００５年製作） 

 敗戦から６０年を経た今日、日本社会では首相の靖国参拝が繰り返され、政

治家や財界人による侵略戦争を美化する発言が大手をふるい、自衛隊が派遣さ

れ、究極として平和憲法の改悪が目指されています。戦争を必要とする者はだ

れか？ それは昔も今も変わらず、自らの利益追求だけにひた走る財閥・資本

家です。 

 日本の敗戦に際しては、アジアなど他の国に捕らえられた戦犯９７１人が死

刑判決を受けました。しかし日本が最も多くの人を殺戮し、略奪を繰り返した

中国では死刑や無期懲役を受けたものは一人もいません。 

 “たとえ戦犯であっても、みな人間である。人間である限り人格を尊重し、

反戦平和のために戦う人間に戻れる” 私たちは、中国のこの政策から、今深

く学ぶ必要があります。 

 

映画「教えられなかった戦争 中国編」の作品紹介 

 高岩仁監督の作品は、戦争の実相を知らせるだけでなく、「なぜ起き、誰が必

要とし、無くすにはどうすべきか」を追及し、現代のアジアへの経済侵略や、

人権侵害、環境破壊につながっているとする視点が、他のドキュメンタリー映

画にない大きな特徴です。マレー編、フィリピン編、沖縄編、(アジアに対する

)第二の侵略編、中国編等があります。 

【監督略歴・作品紹介】 

高岩仁（記録映像作家） 

 

 1935年福岡県生まれ。東映勤務を経て、 

1969年にフリーカメラマンとなる。 

 1980年代、ベルトルト・ブレヒトの 

 『戦争の存在を人々に伝えることも重要だが、 

なぜ起こるのか、誰が戦争を必要としているのか、 

根絶するにはどうしたらよいのか、それがないと 

真実を伝えたことにならない』という戦争の見方を 

知り、それ以来、日本の侵略戦争をこの観点で 

描くことをテーマとする。 

  1992年『教えられなかった戦争』シリーズ第１作・マレー編。その後、フィリピン編、 

沖縄編、第二の侵略、中国編を製作。 

 2008年１月 29日急逝。72歳。『教えられなかった戦争・朝鮮編』を準備中だった。 

 撮影・監督作品の主なものとして、「どぶ川学級」「公害原論」「水俣一揆」 

「解放の日まで」「アジアとの友好のために」「土地の日」「ユンカーさん」 

「日の丸・君が代」「戦争案内」他。 

 



 この中国編では日本人、中国人の双方の証言が語られます。例えば、中国農

民が開拓した農地をただ同然で奪った後に入植した開拓団、生産される大豆、

綿花を軍の強制力で大量にかき集め、欧米にも輸出する三井・三菱等の日本商

社といった証言が、集積した物資の山の写真とともに語られます。更に炭鉱で

非人間的な過重労働に苦しんだ少年、米麦を食べて経済犯として殺された人、

父親を拷問で殺された人、あらゆるものに課税され、全ての食料を奪われた生

活、等々の中国側の悲惨な実態の証言が語られます。 

 中国・朝鮮・韓国・アジアとの信頼される友好関係を築くために私達は何を

なすべきか、改めて深く考える機会になると思います。 

 

製作の動機と作品を貫く考え方 

 作品紹介に書きましたように、高岩監督の【教えられなかった戦争】シリー

ズは、数ある戦争を描いた他の作品にみられない特色を持っています。では、

この希有な作品群はどのようにして出来上がったのか？ 高岩仁監督の著書

『戦争案内 映画製作現場 アジアからの報告』（映像文化協会発行）から、製

作の目的と動機を見てみましょう。 

 最初、高岩監督がこのシリーズを始めた時、アジア太平洋戦争時にマレーシ

アで日本軍が行った侵略の実態を、その体験者の証言が聞けるうちに記録して、

歴史的に残しておこうという考えでした。このため、筑波大付属高校の高嶋伸

欣先生に会います。先生はマレーシアに何度も通い、住民との信頼関係を一つ

一つ積み重ね、中国系住民に対する無差別な大量虐殺の証言を引き出してきて

います。更に、生徒に「なぜそんなことが起きるのか、その原因を教えてくれ」

と言われたのをきっかけに、戦争原因の追求も重要テーマとしていました。 

 戦争の原因！ 戦争は誰が必要として起こすのか？ 戦争と言うと今まで、

（被害の）悲惨さや残虐性の追求が主で、最近になってようやく加害のことが

追及されるようになりましたが、戦争の原因についてはあまり追及されていな

いのではないでしょうか？  

 戦争原因の追究は、監督にとっても以前からの重い課題でした。 

ブレヒトの『戦争案内』と言う本の中で、ヒットラーの写真に 

付けた詩で、 

「この男が危うく世界を支配しかけた男だ。人民はこの男に 

打ち勝った。だがあまりあわてて勝利の歓声をあげないで 

ほしい。この男が這い出してきた母体はまだ生きているのだ」 

と言う。つまりファシズム・軍国主義というものは、資本 

主義が必要とした時に生み出されるもので、資本主義が存在 

する限り、ファシスト・軍国主義者が這い出してくる可能性は 
 



残っている、安心してはいけないと警告している。 

 高岩監督が戦争の原因を追究する映画を 

作る直接的なきっかけは、フィリピンの 

歴史学者レナト・コンスタンティーノ氏に 

インタビューしたときのこと。「日本人は 

一度も自国の歴史を正しく理解したことが 

ないのでは？」と問いかけられます。 

「日本の歴史書や歴史教科書を沢山調べ 

ましたが、今まで日本がアジアに対する 

侵略戦争の張本人を、全て軍人や政治家と 

して描いています。しかし基本的に軍人や 

政治家は、金で操られた操り人形の役を 

したに過ぎません。戦争を必要として計画 

して、金で軍人や政治家を操って、莫大な 

利益を上げてきたのは財閥・資本家ですよ。 

しかし、日本の歴史書にはこのことは 

どこにも書いてありませんね」と言われたのです。フィリピン大学や経済学研

究所でも同様のことを言われたそうです。 

 右上の図はこのことを象徴する歴史壁画で、マニラ市庁舎の大ホールにある

そうです。民衆を踏みつけて万歳をする兵士たち。後ろでほくそ笑む天皇。更

にそれ等を操る黒く不気味な妖怪たち。この妖怪こそ財閥・資本家。 

このことがあって、戦争の本当の原因は何かを追求する 

このシリーズとなったそうです。 

 日本は、平頂山事件や三光作戦のように軍が中国国民を 

残虐に殺しただけではありません。日本の民間会社は、 

更に多くの人々をただ同然で、非人間的な過酷な労働を 

させ、軍より遥かに多くの人々を過剰労働で死なせて 

います。この遺体を積み上げた場所が「万人坑」であり、 

中国各地至る所にあります。こうして蓄積された資本が 

日本の戦後の成長の基になっているのです。 

 一例として三井物産の対外輸出額のグラフを載せます。 

日露戦争を契機に、急激なカーブを描いて、業績が伸長。 

これが戦争を推進する原動力となりました。(福島) 

 

問合せ先：日中友好協会神奈川県連合会 川崎支部準備会 

 大森 ０９０－２５３４－０１２８  福島 ０８０－５１７０－８１１９ 

 

 

 


